
令和８年５月 28 日 

本部事務局連携推進課 

 

「医療機関向けサイバーセキュリティワークショップ」の開催について 
 

１ 趣旨 

近年、組織を標的としたサイバー攻撃が高度化・巧妙化する中、医療機関に対するランサム

ウェア被害をはじめとした深刻なセキュリティインシデントが相次いで発生しています。医療

サービスを安定的に提供し続けるためには、技術的対策に加え、組織全体でインシデントに対

応できる体制整備や人材育成がこれまで以上に重要となってきます。 

本ワークショップでは、サイバー攻撃の現状から医療機関におけるサイバーセキュリティ対

策の重要性の説明、関連施策（CYDER）の紹介を行い、医療機関向けのサイバーセキュリティ

インシデント訓練を実施します。実践的な演習を通じてインシデント発生時の対応や意思決定

の要点を体感的に理解し、医療機関全体のセキュリティ意識および対応力の向上を図ります。 

 

２ 開催内容 

(1)日 時: 令和８年７月 23日（木）14:00〜17:00（13:30～受付開始） 

(2)形 式: 会場＋オンライン（会場：AP 大阪茶屋町 会議室 D＋E（大阪市北区茶屋町 1-27）） 

(3)対 象: 医療機関、医療情報システム担当者、地方公共団体の DX担当部局及び病院運営 

担当部局 等 

  (4)定 員: 40 名（会場）※オンライン参加の場合定員制限なし 

(5)参加費: 無料（事前登録制） 

(6)参加申込: 以下の URL よりご登録ください。（７月 20 日締切）  

（https://forms.office.com/r/3181ZjaHDa） 

(7)主 催: 近畿総合通信局 

(8)共 催: 関西広域連合、関西健康・医療創生会議、一般社団法人医療サイバーセキュリ 

ティ協議会（MedCSC）、NPO 法人関西健康・医療学術連絡会、関西サイバーセキ 

ュリティ・ネットワーク事務局（近畿総合通信局、近畿経済産業局、一般財団法 

人関西情報センター）、近畿情報通信協議会、近畿地域の医療機関における電波 

利用推進協議会（予定） 

  (9)持ち物: Wi-Fi でインターネット接続可能な PC（演習参加者に限る） 

 

３ プログラム（敬称略） 

(1) 講演 ※オンライン参加可能 

講演１:「サイバーセキュリティを取り巻く状況と実践的サイバー防御演習（CYDER）について）」 

国立研究開発法人情報通信研究機構 サイバーセキュリティ研究所 

ナショナルサイバートレーニングセンターサイバートレーニング研究室 

講演２:「 うちちは大丈夫』が通用しない時代の医療機関の情報セキュリティ 

～医療現場・患者視点で考えるインシデント対策の実践～」 

橋本 智広（大津赤十字病院 DX 推進室長兼事務部医療情報課長） 

(2) 演習 ※オンライン参加不可 

演習１： 「AI インシデントシミュレータによる実地訓練」（２時間程度） 

一般社団法人医療サイバーセキュリティ協議会（MedCSC） 

 

４ 問合せ先 

NPO 法人関西健康・医療学術連絡会（関西健康・医療創生会議事務局） 

担当: 落合（メールアドレス）gaku-renrakukai@nifty.com 

資料７ 

https://forms.office.com/r/3181ZjaHDa

